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おことわり

本冊子に記載されている事項は投資に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありません。

本冊子の解説は一般的な解釈・通説を紹介したもので、その内容通りに投資したとしても投資収益があげられるとは限りません。

最終的な投資決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

なお、予告なしに内容が変更または廃止される場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

本冊子に掲載されている内容の著作権は、原則として弊社に帰属します。著作権法により、弊社に無断で転用、複製等することは

できません。但し、個別に条件が提示されている場合は、当該条件が優先するものとします。
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スイングトレードとは？

スイングトレードとは
数日から数週間で返済する取引のこと

スイングトレードの特徴
 保有時間・・・短い（数日～数週間）

 売買回数・・・少ない（1、2回/1ヵ月）

 利幅 ・・・比較的大きい（レバレッジが大きいと損失も拡大）

 流動性 ・・・必要（店頭取引の場合は問題ない）

 スプレッド・・・小さい方がよいが、多少大きくても問題はない

 ポジション ・・・小さい方がよい
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スイングトレードに活用するためのポイント

ポイント
売買タイミング

短期トレンド ・・・ 日足のトレンド（5日移動平均線など）

スイングトレードに適していると考えられる

テクニカルチャートは
 ローソク足

 MACD（移動平均収束発散法）

 DMI（方向性指数）

一目均衡表 など
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一目均衡表（五役）について
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先行スパン2

先行スパン１

遅行スパン
転換線

基準線

抵抗帯

※インベストラスト、i-Chart(アイチャート）より



実戦での活用１（転換線、基準線について）

転換線とは
過去9日間の高値と安値を足して2分の１にした線

意味
短期的な価格の方向を示している

基準線とは
過去26日間の高値と安値を足して2分の１にした線

意味
中期的な価格の方向を示している

シグナル
好転＝上昇トレンド転換、逆転＝下降トレンド転換
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基準線、転換線について
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転換線

基準線

※インベストラスト、i-Chart(アイチャート）より



実戦での活用２（抵抗帯について）

抵抗帯とは？
先行スパン１と２によって作られる線

先行スパン１は

転換線の値と基準線の値を足して2分の1にして、26日先
に移動させたもの

先行スパン２は

過去52日間の高値と安値を足して2分の1にして、26日先
に移動させたもの

意味
過去に取引された価格帯を表す

価格が抵抗帯の上にある時はサポート、下にある時は抵抗
を示す
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抵抗帯（先行スパン１、２）について
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先行スパン2

先行スパン１

抵抗帯

※インベストラスト、i-Chart(アイチャート）より



実戦での活用３（遅行スパンについて）

遅行スパンとは？
当日の価格（終値）を26日後ろにずらしたもの

意味
 26日前のローソク足と比較することで、価格が上向きか下向
きかを確認することができる

転換線、基準線、抵抗帯との位置関係によっては、価格が押
し返されたり、サポートになったりするケースが見られる
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遅行スパンについて
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遅行スパン

※インベストラスト、i-Chart(アイチャート）より



スイングトレードと一目均衡表の利用法（まとめ）

 スイングトレードに一目均衡表を活用する時のポイント

基準線や転換線 ・・・・ 価格の方向を見るのに有効

方向を先読みする

価格がそれぞれの線の上か下かなどの位置関係に注意する

好転や逆転などのサインも注目

抵抗帯 ・・・・ 指値への活用が有効

抵抗帯と価格との位置関係に注意する

抵抗帯が、文字通り抵抗になるかサポートになるかを確認

遅行スパン ・・・・ 指値への活用が有効

ローソク足、転換線、基準線、抵抗帯との位置関係から、抵抗や
サポートを早めに発見する
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本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行なうことがあります。

お取引にあたっての手数料等およびリスクについて

● 「ダイワ３６５ＦＸ」の取引手数料は、無料です。ただし、当社が提示する売気配と買気配には、差額であるスプレッドがあります。
● 「ダイワＦＸ」の取引手数料は、無料です。ただし、当社が提示するBid（売値）とAsk（買値）には、差額であるスプレッドがあります。
● 「ダイワ３６５ＦＸ」、「ダイワＦＸ」を行なうには、証拠金をお預けいただく必要があります。必要となる証拠金の額は、当社が定める

計算式によって算出されます。また、必要な証拠金は、通貨ペア（通貨の組合せ）やその通貨の価格によって変化しますので、
本取引の額の証拠金の額に対する比率は、常に一定ではありません。

● 「ダイワ３６５ＦＸ」、「ダイワＦＸ」は、取引対象である通貨の価格変動により取引価格が変動します。また、取引対象である通貨の
金利変動によりスワップポイントが受取りから支払いに転じることもあります。通貨の需給の偏りにより、スワップポイントが金利差
を反映せず、買い付けた通貨の対象国の金利が売り付けた通貨の対象国の金利よりも高い場合にもスワップポイントを支払うこと
になる場合があります。したがって、元本や利益を保証するものではなく、損失が発生することがあります。また、お客さまにお預
けいただいた証拠金の額を上回る取引を行なうことができるため、証拠金を上回る額の損失を生じる恐れがあります。

その他ご留意事項

● お取引に際しては、必ず「ダイワ３６５ＦＸ」「ダイワＦＸ」の契約締結前交付書面等、お客さま向け資料の内容をよくお読みください。

【商号等】 大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号
【加入協会】 日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

一般社団法人第二種金融商品取引業協会


